










要  約: 1995 年 1 月 17 日、阪神淡路大震災は、一瞬にして 5,500 名を超える尊い命を奪

い、阪神淡路地域に未曾有の大災害をもたらした。15 歳以下の小児の死亡は 400 名を超

え、600 人以上の子どもたちが親を失った。現代の都市社会に暮らしていた子どもがこの

ような大きな災害による直接的披害を受けた経験ははとんど皆無に近い。欧米では、1970

年代から災害後の被災者の精神心理状況に関心が高まり、1980 年の精神障害の診断と統

計マニュアルには心的外傷後ストレス障害( P T S D : Post-traumatic Stress Disorder)

の概念が明確になっている。しかし、地震後の子どもの心身に及ほす影響に関する研究報

告は非常に少ない。また、従来の報告によれば、災害後のストレス障害の表われ方に関し

て文化背景や環境要因の影響は大きいと予想される。われわれは、1995 年 6 月(震災後 5

力月後)に神戸市中央区、東灘区の 3 力所の幼稚園と三木市の幼稚園において、アンケー

ト調査を実施し、総対象数 632 名中、488 名(回答率 77.2%)から回答を得た。その結果、

退行現象、覚醒レベルの上昇、不安などの反応とともに、多くの前向きの反応も認められ

た。


